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色は我々の日常生活に極めて重要な影響をもつものであって，適当な色彩を用いるととによって作
業能率を向上し文は危険予防に役立てる ζとも行なわれている。また衣食住いづれについて見ても，
色は我々の生活に密接に関係しているのであって，特lζ女子の服飾はその色彩を度外視しては考ーえら
れない。したがって，色を科学的に正しく記述する ζ とは，被服学を研究する上iζも重要な乙とであ
る。本論文lζ於ては，色を正しく記述するために問題となる諸点について論ずる。
物体の色は，物体の性質のみではなしその物体を照らす照明の種類と，その物体を見る肉眼の性
能lζも依存するものである。まず肉眼の性能については，C 1 E (国際照明委員会)によって，多く
の実験値が検討され整理された結果，いわゆる三原色刺戟他(:;，予三)が与えられており，科学的測色
は乙れに基づいてなされるのが普通であるから，本論文も ζれに従う。
次lζ照明であるが，C 1 E によって定められた標準照明は，A， B， C及びSの4種類である。乙
れらのうち標準照明Cが民も屡々用いられる。 ζれに対して物理学で云う白色光はすべての波長にわ
たって一定のエネルギーをもったものである。 ζの白色光lζくらべれば，標準照明Cはやや青みをお
びた照明である。従ってその青みが肉眼![感じ得るか否かは別として，標準照明Cを白色と云うとと
は適当でないので，本論文では白色光と云う言葉を物理的白色光，すなわち均等エネルギーの場合の
みに限って用いることにする。乙の白色光lζもとづいて物体文は物質の属性として色を定義すること
及び任意の照明の下に於ける色の単色記法について考察する。
白色光測色の基礎的数値の計算
1.色の記述法
色を科学的に記述するためには， C 1 Eの方法が用いられる (J)(~)向。乙れは， 照明のエネ Jレギ一分
布(波長lζ対する)をEであらわし，物体の反射2容をR(乙れも波長の函数である)とし，三原色刺
戟値を L，d，Jとして，三色見事j戟値，X， Y， Zを
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z= J RE ~ d)' 
によって求め，Yを以て明度をあらわし，また，三色係数 .x.y，zを
.x=X/(X+Y+Z) '¥
y =Y/(X十Y+Z) ¥ 
z =1-.x -y I 
包)
によって求めて，.x及びylζよって色度をあらわすものである。従って反射率と波長の関係の知れて
いる物体については，或る照明の下iζ於けるその物体の色は，用いた照明についての函数Eの値が知
られていれば計算出来る。
とのように物休の色は照明の種類によって異なるものである。例えば白色の物体を赤い光で照らせ
ば赤く見え，背い光で照らせば背く見える。 全く 白色 (無彩色)の物体は，反射率Rが可視部の全波
長領域にわたって1∞ %のものであって，式(1)に於て R=100%として求めた三色刺戟値，及びそれ
から式α)によって求められる三色係数は， 照明自身の色を表わす定数である。例えば標準照明Cに
ついては， (.x=O.3101; y=O.3163)である。 ζれに対して白色光で白色物体を照明した場合Kは，
E=1.R=l∞(96)であるから式(1)のX，Y及びZは，
X=l∞J xd)' =5(X)、
Y=l∞J yd).=5的 ¥ (3) 
Z=l∞J ~d)' =5(Z) 
となり，iI.つ，
5(X)=5(γ)=5(Z) (.必
_1 . ._1 となるように，C 1 Eで定められているから，白色光に対しては (.x一一;y一一)である。3 . - 3 
乙のように，物体の色は照明の種類を規定せねば表現出来ないのであって，其のH音閣の中では人は
色を判別し得ないのである。それにも拘らず我々は，照明の種類を明言せずに物体文は物質の色を云
々するととが多い。 ζれは物休の反射率(文は透過率)の波長依存性が(照明の種類iζ無関係に)物
体の性質のみによって定まる事から考えて或程度妥当性のある事である。とのような意味で，物体文
は物質自身の性質として色を考える際には，白色光で照明された場合の色を以てするのが適当と考え
られる。 しかるに測色学では標準照明Cの下に於ける色をその物体の色として表示する乙とが行なわ
れている。乙れは標準照明Cが比較的容易に実現され得る照明の中で最も白色lζ近いと云う，実験上
の理由によるものと考えられるが，理論上は，白色光の下iζ於ける色を以て物体又は物質の属性とし
ての色を表わすのが正しいと思はれる。なお，白色光下の色(明度及び色度)はその物体の反射率(
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又は透過率)の実測値から計算されるのであるが，反射率測定tζ用いる光線は白色光である必要はな
く，任意の光源を用いて測定され得る。
s.白色光に対する選択座標
三色~H変位X， Y， Zの計算は式(1)によって行なわれるが，実際lζは砧・分を求和iζおきかえ，
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によって行なわれる。 J~ のとり方によって， ζ 乙 lζ述べる選択座標法と次lζのぺる軍備座標法の二
法が用いられる。
選択座標法iζ於ては， (Ei1).)が一定になるように度額(即ち波長)~x を選択しておく。(<1).
は一定でない)。そしてとれら選択された座擦についての反射率 R(~x) を加え合せて Xの値を求め
る。 Y及びZについても同械にする。いま， (Eえ1，1.)， (E y tJ).)及び (E=d).)の債を夫々Kx，
Ky， Kzとすれば，式(5)は，
X=KxZR ().x) i 
Y=KyZR(Ay) ) 
Z=KzZR(Az) I 
(6) 
となる。乙れが選択座標法の原理であって， C 1 Eの標準照明については選択座標 ).x.~y.~z の値は
知られているが(1)(2)仰， 白色光lζ対する選択~棋の値は見当らなかったので次の方法で計算した。
白色光の場合には Eの値は )， 1ζ無関係iζ E=l である。いま(3)式の担分を ~ = o から A までに亘っ
て行なったものを Sλ(X)，5λ(Y).5λ(Z)とすれば， 5λ(X)は，
Sλ(X)=l∞Jアd)' げ
であり， 5λ(Y)，5λ(Z)も同級の式であらされる。 とれはー と波長の関係、〈りから計算される。 次1:tn 
ケの座標を選択する場合iζ，11番目の座摂 (波長)1ζ対する Sλの値を Snと記せば.その{査は，
5n=(包二.!_¥s 
“ ¥ 2m r 
である。但しSは伶)式のS(X)，5(Y)文は5(Z)である。 (8)式によって求めた 5nの値lζ対応するAの
(8) 
値を，さきに計算したSλとAの関係から求めればその値がn務自の選択座擦の波長である。乙のよう
にして求めた選択座標を1∞座標(η戸 1∞〉について第1表に，また却座標(m=却)及び10座標("戸
10) 1:ついて第2表に示しである。また係数K:r，Ky， K:の備も示しである。白色光に対しては，
Kx=Ky=Kz=K (9) 
である。
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第 1 君主 白色 光の 選 択座 標 (1∞座標〉
箆儲号(n)I Ax I λy I λr 1座標番号令)1 Ax I λy I λz 
1 413.262 似8.843 400.310 51 お8.7m 559.738 452.3白
2 422.745 467.6'仰 4ω.453 52 589.776 560.813 452.907 
3 427.685 477.932 413.635 53 5卯 .814 561. 889 453.510 
4 .431. 523 485.141 416.464 54 591.845 562.タ71 454.114 
5 434.923 490.739 418.617 55 592.869 564.057 454.720 
6 438.117 495.259 420.355 56 593.887 565.146 455.328 
7 441.忽渇 499.016 421.813 57 594.9∞ 部6.243 455.940 
8 444.おO 日2.227 423.088 58 595.910 567.343 456.553 
9 447.343 関5.041 424.238 59 596.918 5槌 .451 457170 
10 450.493 507.523 425.288 60 597.924 569.民活 457.790 
11 4日.728 5的 .761 426.261 61 598.930 570.690 458.412 
12 457.的7 511.820 427.173 62 5卯.935 571.823 459.040 
13 4日.681 513.7m 必8.037 63 600.942 572.965 459.671 
14 464.604 515.513 428.863 64 601.95。 574.117 4ω.308 
15 470.264 517.1邸 4m.658 65 602.961 575.281 460.950 
16 475.日2 518.778 必0.425 同 ω13.975 576.457 461.596 
17 488.754 520.302 431.1槌 67 604.995 577.648 462.250 
18 525.7臼 521. 767 431.紛O 68 606.020 578.854 462.9ω 
19 532.603 523.183 432.600 69 607.053 580.σ75 463.575 
20 537.338 524.562 433.m2 70 608.094 581.312 464.252 
21 541.145 525.902 433.971 71 6ω.145 582.569 464.941 
22 544.402 527.211 434.641 72 610.忽渇 583.847 465.642 
23 547.173 528.493 435.300 73 611.280 585.147 4儲.360
24 549.866 5m.748 435.949 74 612.368 総6.469 467.ω5 
25 日，2.132 530.981 436.593 75 613.471 587.822 467.847 
26 554.444 532.195 437.227 76 614.593 589.201 必8.段)l
27 556.501 533.391 437.857 77 615.735 590.6的 469.411 
28 5団 .434 534.572 438.482 78 616.899 592.侃3 470.233 
m 日O.お3 535.737 439 α~ 79 618.ω8 593.5m 471.080 
30 日2.∞3 536.8<調。 439.714 80 619.304 595.049 471957 
31 日3.佼>9 538.032 440.325 81 620.551 596.6仰 472.お4
32 565.銭。 539.164 440.932 82 621.838 598.219 473.808 
33 反調5.800 540.287 441.537 83 623.165 599.881 474.794 
34 568.182 541.401 442.138 !4 624.889 601.599 475.8m 
35 569.715 542.5σ7 442.738 85 625.974 603.383 476.919 
36 571. 104 臼3.607 443.342 86 627.468 605.240 478.070 
37 572.456 544.701 443.933 87 629.043 607.179 479.289 
38 573.槌9 545.790 444 5m 88 630.698 6ω.211 480.590 
39 575.050 546.837 445.125 89 632.447 611.349 481.996 
40 576.304 547.955 445.721 卯 日4.311 613.612 493.507 
41 577.531 日9.033 446.317 91 636.304 616.023 485.173 
42 578.730 sω.1偲 446.914 92 638.455 618.607 487.752 
43 579.奴)8 551.180 447.510 93 640.805 621.412 489.939 
44 581.0侃 552.251 448.108 94 643.4抑 624.504 492368 
45 582.205 553.321 448.7侃 95 646.353 627.995 495.410 
46 583.127 554.389 449.305 96 649.775 632.024 498.771 
47 584.434 555.458 449.904 97 653.909 636.827 502.826 
48 585.526 556.526 450.504 98 659.214・ 642.883 5σ7.932 
49 586.605 557.595 451.104 99 666.978 651. 443 515.384 
50 587.672 558.664 451.705 100 683.011 前8.284 531.187 
係1∞〈EKE棋〉数の o 01 0.01 0.01 
( 20 ) 
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Zj;2表白色光の選択座標 (30座標及び10座標) 第 3~受白色光の:lIì荷
酬番号ωIAX ¥ λy I 入z 10州市セ竺
1 423.708 469.7，臼
λ I Wx I Wy I Wz 
410 321 
"* 2 436 541 493.121 419.533 3 446.825 日4.604 424052 4 457.676 512.148 427.323 
"* 5 472.108 517.991 430 042 
400 o.∞188 0.00005 0，∞898 
410 o.∞427 0.0∞12 0.02049 
420 0.01296 0.0∞40 0.06273 
430 002610 o.∞110 o 12824 
6 531.674 522.949 432.484 440 0.02891 o.∞216 o 16246 
7 544.拘1 527 428 434 751 
* 8 5日 363 531.591 436 910 9 日.9.963 535.544 438明)6
10 出5.527 539.352 441.027 
4叩 003468 000335 o 1“担59
460 0.0幻08 o∞564 0.15624 
470 0.01833 0.0α渇8 0.12118 
480 o.α妙。8 0.01307 o 07698 
会 11 570.416 543.057 443.037 
12 574.839 546694 445.026 
13 578.928 550.287 447.013 
会 14 582 768 553.855 449α)6 
15 5>'..6.426 557.417 451.ω4 
490 o.∞312 001959 003964 
500 。α)()日 0.0却47 0.02595 
510 o∞107 0.04724 o 01501 
520 oα)611 O.仮調517 oα1758 
530 001555 008042 o∞406 
16 民~. 946 560.992 453.008 540 002725 0.05908 o.∞196 
会 17 593.378 部4.601 455.024 
18 596.750 568.お6 457.067 
19 600.103 572.012 459145 
会 20 603.467 575.868 46L273 
550 0.04065 O.ω297 0.0∞85 
560 0.05566 o.的294 0.0∞37 
570 0.07128 0.08894 0.00020 
580 o 08557 008129 000014 
21 606.880 579.870 463.462 590 oω580 0.07080 0.00011 
22 610.384 584.062 465.761 
会 23 614.031 路8.506 468.230 
24 617.888 593.282 470.937 
25 622.056 598.491 473.970 
600 o.的906 0.05905 0.00007 
610 0.09352 0.04711 0.00004 
620 0.07967 0.03565 0.00002 
630 0.06028 0.02494 0.00∞1 
会 26 626.713 604.302 477.481 640 0.04203 0.01646 
。
27 632.151 610.986 481753 
28 638.834 619.侃O 488.093 
会 29 647.995 629.930 497.019 
30 665.389 649.731 513.847 
650 o 02674 0.01011 。
邸O 0.01559 000577 。
670 oα冶34 O.∞306 。
680 o.∞442 o.∞161 。
690 o.∞217 o.以ね79 。
0.03333 7∞ o.∞216 0.0∞78 。
0.1∞ 
(10盛擦には女郎を付けた。〕
阻.白色光に対する重価
霊価座標法は，式(5)の4).を一定にする方法である。従って (E;'，1).)， (E'yLl)，)， (E;Ll)，) 
は一定でなく ， 波長の函数であるから ， 夫々 の波長lζ対する重価W~(え) ， Wy().)， Wz().)を反射率
の値lζ掛けて加え合わせねばならない。従って，
X=，SRWx ¥ 
Y=，SRWy I 
Z=，SRWz} 
(l(t 
によって三色刺戟備が求められる。波長間隔J).は普通10mμ とされる。標準照明C1[.対する 10mμ間
隔の霊価は知られているがω白色光に対する重価は見当らないので次の方法で計算した。
( 21 ) 
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上述の説明では簡単のために，重価は (E'X4).)等に相当するとのべたが，ζれは厳密tζは正しく
ない。実際の計算では式(1)の積分を式闘の求和lとおきかえて計算するのであるから，重価として
は， (E "%) 等を ~H の聞に亘ってえ について積分したものを用いねばならない。白色光の場合は
E=lであるから，.d).=10mμiζ対しては，
W %0)= .，}." rλ+~ x d )' S(X) Jλ-5 =CSλ+5 (X)-Sλ-5(X)コ/S(X)
?
によって霊価が計算される。 Wy，Wz についても同様である。 ζのようにして求めた重荷の値を
第3表iζ示す。
草色記法にけ る 問題 点
l.無彩色の位置
上iζ述べたCIEの表色法によれば，1つの色は明度 (brightness)と色度Cchromaticity)とに
よってあらわされ，明度は刺戟値Yにより，また色度は三色係数のうちの2つ， (X， y) • Iζよって
あらわされる。従って xを横軸にとりyを縦軸にとって図を画けば，1つの色度は図上の1点によっ
てあらわされる。との図を色度図 (chromaticitydiagram)と云う。
しかるに従来からの経験的表色法に於ては，色は輝度 (briIliance)と色相 (hue)と彩度Cchro-
ma) C文は飽和度 Csaturation))によってあらわされる。輝度はCIEの明度iζ相当し， また色相
と彩度を合せたものがCIEの色度iζ相当する。 ζのCIEの色度をさらに，色相及び彩度iζ相当す
る2つの量lζ分解するために考案されたのが単色記法である。 ζのために経験的表色法に於ける色立
体の方法を参考にし，色立体の無彩紬lと直角な /.0， 
面がCIE色度図に相当すると考える。
いま，第1図の色度図iζ於て無彩色の位置を
Wとし，色 F1をあらわす方法を考える。まず，
直線WF1がスペクト Jレの軌跡と交わる点を
S1として，S1 Iζ対するスペクト Jレ色の被長A
を主波長(dominantwave length)とよぶ。
ζの場合色 F1は無彩色とスペクト Jレ色S1と
の混色と考えられ，スペクト Jレ色の割合は
Pe= (育Fl/育す1)xl∞(96) 閥
であらわされる。 Peを純度 (purity)と云う。
色度をあらわすのに (x，y)の代りに().，Pe) 
を用いる方法を単色記法 (monochromatic 
specifica tion)と云う。:主波長が色相をあらわ
0.'1 
50'; 
0.6 
500 
0，5" 
07J・8
努~ 1 図
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し，純度が彩度』ζ相当する。
月1色記法の中心となる熊~色の色度図上の位置としては， C 1 E表色法では(炉二l，y=i)の点3' ~ 3 
wが無影色をあらわすのであるから， ζれを単色J己法の原点とするのが妥当である ζとは，殆ど議論
の余地がないように思われる。しかしながら，各照明の三色係長tゐ lζ相当する点を夫々A点，B点，
C点などとし，額準照IYJAのときはA点，照明CのときにはC点を巾心にした単色記法を用いる人が
あるが，乙れは色の表示法としては不合理である。また Hardy仰は，如何なる照明下の色をあらわす
にも C点をrll心とする単色記法を用いるととを提唱しているが，C点がA点やB点lζ くらべて重視さ
_1 ._1 れねばならぬ理由はない。 CIE表色法に於て無彩色をあらわすのは，(x一一，y一一〉なるW点で3' ~ 3 
あるから，乙れを単色記法の原点とするのが当然と考えられる。
1 相補波長
単色記法lζより色相を主波長，すなわち対応するスペクト Jレ色の波長であらわすとして， 1つのス
ペクト Jレ色iと対して補色の関係にあるスペクトル色の波長を相補被長と云う。したがって，Wを通る
1つの直線がスペク トJレの軌跡を切る点を第1図のお及びおとすれば，S2の波長はSIの波長に対する
相補技長である。従ってSlを主波長とする任意の色(WS1上の1点であらわされる)をFlとし， S2を
主波長とする任立の色 (WS2上の1点であらわされる〉を F2とすれば，F1とF2を適当の割合に混
合すれば無彩色が得られる。従ってFlとF2は互に柿色の関係にある。相補披長の値は第4表lζ示す。
一方 Hardy(l)は，C点を通る直線がスペク トJレの軌跡を切る点(S九.S'a)1ζ対する波長を相補波長とし
た。その他も!:1H 表iζ示しである。しかしながら，CS'1上の色れ とCS'3上の色Faとを混合しでも無彰
賞~ 4君主相 補波長 (mμ〉
世長 阿波炎|品量級!波長阿波長島私設
4∞ 569.5 567.1 575 471.0 437.8 
410 国，9.7 自国日 479 6 480.0 
420 反>9.8 567.3 部5 484.1 4835 
430 570.2 日)7.5 5卯 487.1 485.9 
440 570.5 ぽ到B.O 創)() 490.1 総8.8
4日 57L3 硲8.8 610 491.6 490.4 
460 572.5 570.4 610.2 491.7 
470 574.5 573.1 620 492.7 491.2 
480 部0.1 民訓0.0 630 493.4 491.7 
485 お7.0 回7.8 640 493.6 492.0 
4切 600.0 607.0 650 493.7 492.2 
49L7 610.2 縦訓3 493.8 492.3 
493 619.8 一 670 493.9 492.3 
493.9 一 680 4939 4924 
569.5 569.5c 6卯 493.9 492.4 
570 429.0 457.9 7∞ 493 9 492.4 
色(W)は得られないのであるから，C点によっ
て相補波長を定義するのは誤りである。
次に例えば Maxwell円板を用いて2つの色
を混合し，とれを任意の照明一一例えば標準照
明Cの下K観察する場合を考える。乙れら 2つ
の色の照明Cの下iζ於ける色度が第1図の Fl
及び F 2であらわされ， その混合割合が (WF ~
: WF1) であれば.Maxwel円板の色は照明
Cの下では総彩色である。 しかるに照明Cの下
に於ける色皮が第1図のFl及びFaであらわさ
れる色を混合しでも無影色は得られない。従っ
て，(1.) Iζ述べた如く ，W点を原点とする単
色記法で主波長をあらわし，かっ此処に述べた
‘完全tζ白色の物体(すべての波長についてR=l∞?のを夫身の照明で照らしたときの色度と考えられるから式
(1)のRを1∞%とおいた式によって求められている。
( 23 ) 
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ようにW点を通る直線上のスペク トル色 (S1> S2)の波長を相補波長とするのが正しい。
1.補色領域について
第1図の破線以下の三角形内の色 (紫色)はスペクトルにはない色であるから，その主波長は補色の
主主主長にC (Complementary colorの意)をつけてあらわす。また，4∞mμと7∞mμのスペクト Jレ
色を結ぶ直線が純度 1∞%をあらわすと仮定する。また乙の三角形内の鎖域をζ乙では補色領域とよ
ぶととにする。
補色鎖域の主波長は前lζ述べた理由により，W点を通る直線によって求められねばならない。第1
図の4∞mμ と7∞mμ とを結ぶ直線の下側lζは乙のようにして求められた主波長が目盛ってある。
ζれに対して従来は，C点を通る直線関係によって乙の鎖域の主波長を定義するととが行なわれて
いる問。乙の場合の主波長を第1図tζ直線の上側lζ()を附して示した。乙のような主波長の与え方
が正しくないととは，上の議論によって明らかである。
方 向 f系 数
?
或る色 (x，y)の主波長と刺戟純度は，色度図上lζ作図するととにより求められる。しかしながら
第1図から分るように，スペクトノレの軌跡上の波長目盛が均一でないので，更に精密な図表をあらか
じめ作成しておくのでなければ，正確な内婦値は得がたい。また，場合によっては作図法によらず
に，数値的tζ主波長及び刺激純度を求めたい場合もあろう。乙のような目的には，次に述べる方向係
数法が用いられると思う。
色度図上の仇 y)なる点とW点(戸t，Y二十とを結ぶ直線の方向係数tは，
1，u__ 1 t=(y一一)/(x一一) 同3''-3 
であるの一方，スペクトル色の波長とf文は1/tとの関係は第2図のように求められているから，乙れ
を用いて，凶式のt(文はその逆数l/t)と同じt(又は1/t)を与える波長を求めれば，ζれがその色の
主波長である。但し与えられたtの値に対応する波長は2つ
ある (第 1 図の Sl と S~) ので， その何れであるかは，x，y 
とすとの大小はり定める。なお (x>ま>y) であって
(一0.16944孟t孟-"")すなわち (-5.9017孟1/t孟0)の場
1 合，および，x， yが共iζーより小さくかっ(+""孟t孟2.0
3 
529)すなわち (0孟1/t孟0.48711)の場合は補色鎖域であ
るから主波長の値iζCを附する張。
次iζ刺戟純度Pe1ま，
J生10
-1 
pρ x(χーす)
Pe=Py(y-~ ) 
(14) -6 
-s~ 
文は (14') 第 2
蔵主波長の値は 493.3C~λぎ569.5C(mμ〉である。
( 24 ) 
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によって求められる。但し，Px，Pyは
主波長によって定まる定数であって，
第3図に示すものである。乙れらは，
Px=l∞/収入-~ ) 1 
- ) (l~ 
Py=l∞/(YAーを)I 
によって計算されたものである。但し
XA， YAはスペクトノレ色の三色係数(補
色it峻については，4∞mμ と7∞mμと
を結ぶ直線上の三色係数)である。
ou 
背，緑，桂， 桃色の4色について各種照明下lζ於ける色度を求めた。背は MethyleneBlue，緑は
Malachite Green I乙て羽二重を染色した布， (O.Uぢ染，助剤なし，9O"C， 50分，浴比40倍)を用
い，島津製ベ、ックマン型分光光度計lζて反射率を測定した。また，校及ひ。桃色については，補畑，池
田(5)の測定値を用いた。控色は OrangeR (染者量3.69ミリ mole/kg)，桃色は SiriusPink 2B 
(染者量2.35ミリ mole/kg)で夫々金巾を染色したものである。乙れらの反射率曲線は第4図に示す。
? ?
《?
?????
??
??
1 Me仙1ft沢e ~I....e 
1 MIl:o.ci"te (;.e.e孔
iI 0、""1eR 
rvふ'1''5P，n，" 2.'8 
too 0;00 600 入{帽戸)71ω 
第 4 図
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第 5 君主 染色布四種についての測色依
単色記 法 Ic点を中心とする
主位)I 純度ω|主総)I 純度附
(工)Methylene Blue (0.1%染)
30座標 22.31 0.20部 02(刃9 4π.5 56.1 471.1 日 1
照明 C 10 座標 22.44 o.忽)49 o.笈>94 471.7 56.4 471.1 日 1
霊荷法 22.27 0.2α主B o.却79 471.2 56.3 475.6 50.1 
1∞ 座 標 21.64 0.2200 0.2270 476 8 48.8 471.5 43.0 
30座標 21.日 0.2193 0.2a'渇 476.8 49.0 478.8 46.0 
白色光 10座標 21.41 0.2お5 0.2236 476 2 48.2 476.0 42.0 
盆荷法 21.58 02202 0.2:お8 476.3 487 471.5 43.0 
30座標 21.18 0.2283 0.2473 4剖.2 43.6 479.8 36.0 
照明 B 10座標 20.99 0.2230 0.2470 479.5 44.2 480.3 37.0 
照明 A 30摩擦 18.80 0.
3154 0.3462 501.1 5.7 560.0 9.9 
10座標 18.60 0.3ω8 0.3必3 499.0 7.2 548.0 7.9 
(I) Malachile Green (0.1%染〉
30座標 30.79 o.却29 0.31如 4卯 .8 44.8 491.2 40.0 
照明 C 10座標 30.79 0.2018 0.3230 491.0 45.0 491.8 37.0 
盆 荷 29.91 0.2078 03115 489.8 43.8 4卯 .3 38.8 
l∞座標 29.57 0.2195 0.3384 492.5 38.0 493.8 32.2 
30座標 29.87 0.2172 0.3416 492.7 38.2 494.1 32.3 
白色光 10鹿滋 29.78 0.2218 03374 492.3 37.4 493.8 30.8 
霊 荷 29.47 0.2203 0.3370 492.1 38.0 493.6 32.0 
30座標 29.03 0.2256 0.3554 494.8 32.6 496.5 28.8 
照明 B 10座標 29.18 0.2201 0.3581 494.9 33.7 496.5 30.9 
照明 A 30座標
25.30 0.2989 0.4371 534.8 23.7 546.0 30.1 
10座標 25.04 0.31ω 0.4272 540.6 228 551.8 30.1 
〈貰)Orange R (3.69 X 100Smole/kg) 
照明 C
??????
??
?
???
??? ?
??
。
??
。 。
????????
白色光
1∞ 座標
30座標
10座標
m:荷法
30座標
10座標
30座標
10座標
照明 B
照明 A
;2|:321:3 
? ? ，
?? ，
??
??
??
?? ? ??
????
? ?
?
?ぉ
?
??
? ?
?
?
? ?
?
?
?
?
?
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(lV) Sirius Pink 28 (2.35 x 10-3mol/kg) 
30座標 18.54 0.3913 02427 513.8C 46.0 ω'2.2C 45.0 
照明 C 10脳撚 18.20 0.3933 0.2お8 513.9C 45.9 501.8C 45.0 
m符法 18.70 0.3919 0.2437 513.0C 45.6 ω2.0C 44.9 
1∞座標 19.48 0.4258 0.2597 502.3C 46.0 496.9C 44.2 
白色光 30隆康 19.49 0.4248 0.2590 日2.6C 46.2 497.0C 
44.3 
10臨標 19.26 0.4278 0.2氏珍 日2.7C 46.8 497.1C 46.3 
霊符法 19.59 0.4255 0.2ω5 日2.5C 46.1 496.9C 44.2 
照明 B 30盛怨
19臼 0.44邸 0.27日 498.3C 42.6 494.6C 42.0 
10座 標 19.43 0.4445 0.2745 498.5C 42.5 494.7C 42 0 
30座標 お.08 0.5643 o 32日 615.3 伍 .8 614.5 68.8 
10座標 22.83 0.5622 0.3256 615.0 同.3 614.0 68.5 
これらの反射率曲線にもとづき，種々の照明の下iζ於ける測色値を租・々の方法で計算した結果は第
5表及び第5図lζ示す。計算法としては，1∞座標法， 30座標法，10座標法及び重荷座標法を用いた
が，それらの結果はかなり良く一致している。
次lζ照明としては，摂準照明C，白色光，標準照明B及び標準照明Aの4種を考慮したが，乙れら
はC→白→B→Aの順lζ長波長の光をより多く含み，青みの照明から黄みの照明へ移り変る。それに
伴い，明度Yの値は，Methylene Blueや Malachitegreenでは，背みの照明であるCの下で明
度が最も高く黄みの強いAの下で最も明度が低い。 ζれlと対して OrangeRや SiriusPink 2Bで
は，cの下で最も明度が低く，Aの下で最も明度が高い。照明による三色係数の変化は，?l15図に示
すように，どの染料についても，C→白→B→Aのj煩で色度図上を右上へ移動していく。乙のように
物体の色度は，照明の種類によって著しく変るものである。照明の種類を明言せずに，物体文は物質
の属性として色を考える時には，標準照明Cを用いる ζとが習慣的iζ行なわれているが，照明Cは快
晴の自の晴天下の昼光lζ相当するものでやや宵味の光 (x==O.3101，y==0.3163)である。I!H挨の多い
大都会や曇天の日の昼光はやや黄味の光であって，(ワシン トンiζ於ける平均正午日光は x=0.3442，
y=O.3534)むしろ照明B (x=0.3485， y==O.3518) Iζ近い。昼光色は天候Kよっても乙のように変
るものであるから，綴継の照明としてはむしろ，CとBの中聞に位し且つ物理学的にJ'J;の白色光であ
1 ._1 る均等エネルギーの光 (x=す'Y-3-)を用いるのが妥当であるととは既に述べた通りである。
1 . 1 次に単色記法は， 前lζのべたようにwJ.'~ (x=玄，y=す)を原点として 主波長を求めるべきであ
る。との方法で求めた値は第5表tζ示しである。 MethyleneBlue及び MalachiteGreenの湯合
は照明がC→白→B→Aのl釦ζ青味から貰味へ診るにつれて，主放長は長波長側へ移り純度は低下す
る。 OrangeRでは，照明が変っても主波長は殆ど変らぬが純度は増大する。 SirinsPink 2Bの混
合は照明A以外は補色領域に属し，照明の種実質によって主校長は変化するが純度はあまり変らない。
ζれらの関係は，第5図lζ示した色度点の配列から容易に理解される ζとである。
前にのべたように，単色記法はW点をιIJ心lζして行なうべきであるが，一般にはC点を中心にする
( 27 ) 
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方法が広く行なわれているので，それによる値も第5表iζ示してある。 C点を中心とする方法は正し
い単色記法iζくらべて，照明A以外の場合は， Methylene Blueでは主波長は殆ど等しいが純度は
5-7$ぢ位小さく ，Malachite Greenでは主被長は約 1mμ大きく ，純度は4-596小さく，Orange
Rでは主披長は約 1mμ小さく純度は殆ど変らず， Sirins Pink 2Bでは主放長(絶対値)は 4-10
mμ小さく純度は1-2$ぢ小さい値を与える。 (SirinsPink 2Bの色は乙れらの照明の下では補色領
域に属し.ととにのぺた主技長のずれには，第5図iζ示したW点とC点との位置のずれのほかに，第
1図に示した波長目盛のずれも含まれている。)また照明Aについては，C点を中心とする方法のほ
うが MetbyleneBlue では主波長が約50mμ大きく純度が約 3 ~ぢ大きし Malachite Greenでは
主披長が約11mμ大きく純度も約6$ぢ大きく，Orange Rでは主波長は変らず純度が約496小さく，
Sirius Pink 2Bでは主波長は約1m/.t小さく純度は約29E大きいととになる。 これらの関係も第5
図の色度図から容易に理解される。乙のようにC点を中心とする方法で求めた主波長及び純度の値
は，正しい無彩色を中心とする単色記法にくらべてかなりの差を含むものである。
総 括
(1) 照明の種類を明言せずに， 物体文は物質自身の性質として色を考える際には，物理的白色光
(均等エネルギーの場合〉の下に於ける色を以てすべきである ζ とを提案した。
包) 白色光下の測色値を計算する基礎として，1∞座標，30座標及び10座擦の選択座標及び10mμ
おきの重荷を算出した。
(3) 単色記法の際iζC点を原点とする方法が広く行なわれているがζれは正しくない。無彰色に相
当するW点 (z=i，y=i)を原点とすべきである乙とを提唱した。またとれにもとずき，相補技長
3'" 3 
及び補色領域の波長目盛を求めた。
ω 三色係数から主波長及び純度を求める方法として，方向係数法を検討した。
(5) Methylene Blue， MaJachite Green. Orange R及び SiriusPink 2Bを例として，照明
の種類による色度の変化を求め，また単色記法にてW点を中心とする場合とC点を中心とする場合と
の比較を行なった。
本研究について有益な資料を提供して下さった大阪市立工業研究所浦畑俊博博士に感謝します。
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SUMMARY 
(1) It was proposed that the color under the physical white light (the light of 
homogeneous energy distribution) must be adopted when color as the intrinsic 
property of an object or a substance is considered without mentioning the kind 
of illumination explicitly. 
ωFor the calculation of colorimetric values under the physical white light. 1∞，
3u and 10 selected coordinates and the weights for 10 mμinterval were determined. 
(3) It was proposed that the W -point (X=1/3.y=1/3) corresponding exactly to the 
achromatic color must be used as the origin of the monoc!1romatic specification. 
instead of the C-point widely used in practice. On the basis of this proposal. the 
mutually complementary wave lengths and the wave length scale of the compleme-
ntary region of the chromaticity diagram were calculated. 
(4) Direction coefficient method was discussed as a method to determine the 
dominant wave length and the purity from the values of trichromatic coefficients. 
(5) For examples of Methylene Blue. Malachite Green. Orange R and Sirius 
Pink 2B. the dependence of chromaticity on the kind of iIumination was 
illustrated. and two monochromatic specifications taking W -point and C-point. 
respectively. as the origin were compared. 
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